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借
対
照
表)

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
年
度
末
現
在

に
お
け
る
資
産
と
負
債
を
対
照
し
て
表
示

す
る
ス
ト
ッ
ク(

過
去
か
ら
今
ま
で
に
蓄

え
ら
れ
た
財
産
）
情
報
の
一
覧
表
で
す
。

左
側
に
資
産
、
右
側
に
は
そ
の
資
産
を
整

備
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

平
成
17
年
度
末
か
ら
同
18
年
度
末
ま
で

の
１
年
間
で
、
資
産
は
約
６
億
円
、
負
債

は
19
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
正
味

資
産
は
約
13
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

「
彦
根
市
の
資
産
（
財
産
）
は
、
現
在

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
市
債
の
返
済

な
ど
の
将
来
の
負
担
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
？
」
な
ど
の
疑
問
に
つ
い
て
、
決
算

状
況
を
公
表
す
る
に
あ
た
り
、
市
の
財
政

に
関
す
る
情
報
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や

す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
彦
根
市
で
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト(

貸

彦
根
市
で
は
、
国
が
示
し
た
作
成
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ
ー
ス

に
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
左
の
表
は
、
平
成
18
年
度
末
の
彦

根
市
の
状
況
で
、
市
が
所
有
し
て
い
る
資

産
は
約
１
、４
１
３
億
円
、
市
が
負
っ
て

い
る
負
債
（
債
務
）
は
約
４
６
８
億
円
、

正
味
資
産
は
約
９
４
５
億
円
と
な
っ
て
い

《注１》対象とした会計は、平成18年度の普通会

計です。彦根市の普通会計は、一般会計、住宅

新築ならびに改修資金貸付事業特別会計、休日

急病診療所事業特別会計の純計です。従って、

下水道事業や介護保険事業などの特別会計や病

院・水道事業の企業会計は含まれません。

《注２》基礎となる数値は、昭和44年度から平成

18年度までの地方財政状況調査（決算統計）の

データを使用しました。

《注３》作成基準日は、平成19年３月31日（平成

18年度末）とし、出納整理期間における出納は、

基準日までに終了したものとして作成しまし

た。
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特集

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
彦
根
市
の
資
産

や
負
債
の
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で

す
。
一
方
、
彦
根
市
の
業
務
に
は
、
住
民

票
の
交
付
や
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
な
ど
、
資
産
を
形
成

し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
務
に
か
か
っ

た
費
用
を
明
ら
か
に
す
る

資
料
が
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

は
、
民
間
企
業
に
お
け
る

損
益
計
算
書
に
あ
た
り
ま

す
。
彦
根
市
で
は
、
国
が

示
し
た
基
準
に
基
づ
き
、

普
通
会
計
を
ベ
ー
ス
に
し

て
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
彦
根
市
と
同

じ
規
模
の
自
治
体
と
の
行

政
コ
ス
ト
の
比
較
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
彦
根
市

に
お
い
て
は
、
市
民
一
人

当
た
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
、
約
26
万
１
千
円
か
か

っ
た
こ
と
が
、
上
の
表
か

ら
わ
か
り
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
毎
年
度

の
収
入
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
割
合

を
借
金
の
返
済
に
充
て
て
い
る
か
を

示
す
も
の
で
、
普
通
会
計
に
お
け
る

返
済
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
道
や
病

院
と
い
っ
た
特
別
会
計
・
企
業
会
計

で
の
返
済
の
た
め
の
繰
出
し
も
含
め

た
指
標
で
す
。

９
月
上
旬
に
県
内
の
状
況
が
公
表

さ
れ
、
彦
根
市
の
数
値
は
、
23
・

３
％
（
３
か
年
平
均
）
と
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
県
内
で
最
も
高
い
数
値

と
な
り
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
は
、

他
会
計
へ
の
繰
出
し
、
特
に
下
水
道

事
業
と
病
院
事
業
へ
の
繰
出
し
が
大

き
く
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。公

債
費
や
繰
出
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
も
取
り
組
む
べ
き
項
目

と
し
て
お
り
、
今
後
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を
着
実
に

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
彦
根
市
で
は
、
実
質
公
債

費
比
率
が
基
準
の
18
％
を
超
え
て
い

る
た
め
、
一
定
の
期
間
内
に
比
率
を

基
準
以
下
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
『
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
』
を
作
成
の

上
で
起
債
の
許
可
を
得
て
お
り
、
今

後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
予
算

を
執
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
計

画
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。市

債
の
借
入
れ
は
毎
年
10
％
以
上

減
額
す
る
こ
と
と
し
、
７
年
後
に

は
、
借
入
額
を
現
在
の
半
分
以
下

と
す
る

過
去
に
高
利
率
で
借
り
入
れ
て
い

る
政
府
資
金
債
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
繰
上
償
還

や
、
よ
り
低
い
利
率
へ
の
借
換
え

を
行
い
、
将
来
の
利
子
負
担
を
減

少
さ
せ
る

将
来
の
返
済
に
備
え
、
減
債
基
金

な
ど
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

歳
入
の
確
保
を
図
る

市
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
世
代

間
の
公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら

は
合
理
的
な
方
法
で
あ
り
ま
す
が
、

将
来
必
ず
返
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
今
後
は
、
あ
ら
ゆ

る
会
計
に
お
い
て
投
資
的
事
業
を
見

直
し
、
必
要
性
と
効
果
を
検
証
し
た

上
で
事
業
を
行
う
、「
選
択
と
集
中
」

を
徹
底
し
た
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。




